
～「知的財産権」活用のすすめ～

事業者の皆さんが新商品を開発する際には、人・物・金と時間を掛けて作り上げます。良い商品が出来上がれば、好評でよく売

れるでしょう。達成感と遣り甲斐を感じる瞬間だと思います。しかし、新商品開発の途中段階で、並行して新商品を知的財産権で

保護しようと手を打っていた事業者と、そうでなかった事業者では、新商品の販売開始後に決定的な差が現れます。これはどう

いうことでしょうか。

新商品を販売して人の目に触れるようになると、真似をする人が現れます。よく売れる商品ほど模倣品が出てくるリスクは高ま

るでしょう。ここで新商品が知的財産権で保護されていなければ、模倣品に市場の一部を取られたり、模倣品の方が低価格であ

れば対抗して価格を低減せざるを得なくなったりして、売上が落ちます。また、模倣品の品質が悪い時には、自身の新商品にまで

悪評が及んで売上に影響するかも知れません。

一方、新商品を知的財産権で保護していた場合はどうでしょうか。機能や作り方、構造・形状が同じような商品を他人が製造・販

売できません。また、新商品に付ける名前やマークを真似た商品を他人が販売できません。これにより、新商品の販売を好調に維

持できます。新商品開発に投入した資金が回収でき、次の新商品を開発するための利益も確保できるでしょう。では、知的財産権

はどうすれば取得できるのでしょうか。新商品開発と深く関連する知的財産権として、下表に示す４種類（特許権、実用新案権、意

匠権、商標権）があります。

これらの知的財産権はいずれも、特許庁に出願手数料を添えて願書を

提出し、審査されて登録が認められた後に登録料納付が完了した時点で

権利が与えられます。具体的に必要となる費用は後で述べます。ここで

注意すべき重要なことがあります。右記の①～③の知的財産権の出願においては、世の中に公知になる前に特許庁に出願を完了

する必要があります。“公知になる”とは、販売する、展示会に出品する、新聞発表する等により、不特定多数の人の目に触れること

を言います。ですから、新商品を開発する際には、出願の機会を逸しないように管理する事が大事になります。

ところで、これまでは他人に模倣されないように自己の権利を保護することを述べてきましたが、逆に他人の権利を侵害して

いることはないでしょうか。新商品を開発・販売する前に、他人の権利について先行技術調査を行っていないと、知らず知らずの

うちに他人の知的財産権を侵害することにもなり兼ねません。侵害すると、販売を差止されたり、損害賠償を請求されたりするこ

ともありますので、注意が必要です。

次に、知的財産権を取得・維持するために特許庁に納め

る手数料の目安を右表に示します。手数料には大別して、

出願料と、権利を維持するために必要となる登録料（特許

の場合は特許料）があります。特許の場合には審査請求手

数料が別途必要になります。一部の手数料項目については

中小企業等を対象にした減免制度（１／２～１／３に減額）

が用意されています。なお、特許庁への出願に当たり、願

書作成および手続を自己で行う代わりに弁理士に依頼する

こともできますが、この場合は依頼費用が別途必要となります。

鹿児島県知財総合支援窓口では、知的財産権の取得や他人の先行技術調査等の、事業者の皆さんが必要とする知的財産に関

わる種々の課題を解決するため、無料で支援を行います。前述の知的財産権の他に、契約や著作権等の様々な知的財産に関わる

相談も受け付けていますので、気軽にお問い合せください。

事業の安定化と発展のために、知的財産権を有効に活用しましょう。

Vol.
４９

１

鹿児島県知財総合支援窓口 窓口支援対応者 亀井 英徳氏
1984年 京都大学大学院工学研究科修士課程電子工学専攻卒業
住友電気工業株式会社、パナソニック株式会社にて半導体デバイスの研究開発に従事した後、
2018年より現職
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㈱
井
筒
屋
小
倉
店
「
第
30
回
鹿
児
島
の
物
産
と
観
光
展
」
開
催

継
続
こ
そ
最
大
の
力
な
り
！

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
と
共
催
で

「
高
付
加
価
値
商
品
作
り
研
修
会
」
を
開
催

特
産
品
づ
く
り
支
援
し
ま
す

㈱
井
筒
屋
小
倉
店
は
、
昭
和
10

年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、
本
店

（
小
倉
北
区
）
や
黒
崎
店
（
八
幡

区
）
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社

と
し
て
山
口
店
（
山
口
市
）
、
サ

テ
ラ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
23
店
舗
を
含

め
、
九
州
北
部
エ
リ
ア
を
中
心
に

店
舗
展
開
し
て
い
る
老
舗
百
貨
店

で
あ
る
。

本
県
で
は
、
同
百
貨
店
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
各
店
や
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
物
産
観
光
展
や
鹿
児

島
フ
ェ
ア
等
を
実
施
し
て
お
り
、

県
内
の
市
町
村
や
団
体
等
と
連
携

し
た
〝
産
地
な
ら
で
は
〟
の
特
産

品
（
工
芸
品
・
食
品
）
の
宣
伝
販

売
や
観
光
情
報
の
発
信
を
行
い
、

総
合
的
に
か
つ
地
域
性
を
活
か
し

た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
み

本
県
の
魅
力
を
幅
広
く
紹
介
し
て

い
る
。

今
回
は
、
第
30
回
記
念
の
節

目
を
迎
え
て
「
30
」
に
因
ん
だ

特
別
企
画
商
品
や
お
楽
し
み
袋
の

限
定
販
売
を
し
た
。
ま
た
、
日
本

一
に
輝
い
た
「
か
ご
し
ま
黒
毛
和

牛
」
の
す
き
焼
肉
や
、
人
気
銘
柄

焼
酎
、
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

の
ほ
か
、
本
格
焼
酎
の
特
別
セ
ッ

ト
限
定
販
売
を
行
い
、
焼
酎
の
特

徴
・
こ
だ
わ
り
・
飲
み
方
等
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
。
県
内
の
総
勢
50
社
が

現
地
で
商
品
説
明
や
販
売
を
行
っ

た
。
ま
た
、
第
15
代
か
ご
し
ま

親
善
大
使
に
よ
る
事
前
の
マ
ス
コ

ミ
訪
問
や
会
場
か
ら
の
テ
レ
ビ
生

中
継
な
ど
大
々
的
に
宣
伝
告
知
や

来
場
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

第
30
回
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

井
筒
屋
様
へ
の
長
年
の
本
県
特
産

品
振
興
へ
の
お
礼
と
今
後
の
更
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
感
謝

状
や
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

ま
た
、
百
貨
店
や
出
展
者
、
県

人
会
（
八
幡
、
北
九
州
市
小
倉
）

と
の
合
同
祝
賀
会
を
開
催
し
、
次

回
の
成
功
を
期
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

会
期
中
は
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
鹿
児
島
フ
ァ
ン
や
こ
れ
ま

で
長
年
鹿
児
島
物
産
展
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
県
出
身
者
の
方
々
な

ど
数
多
く
の
来
場
が
あ
っ
た
。
か

る
か
ん
や
黒
糖
な
ど
の
菓
子
類
、

畜
産
王
国
鹿
児
島
が
誇
る
黒
毛
和

牛
や
か
ご
し
ま
黒
豚
、
桜
島
鶏
な

ど
の
弁
当
や
惣
菜
な
ど
が
非
常
に

人
気
が
あ
り
、
伝
統
的
工
芸
品
の

大
島
紬
や
薩
摩
錫
器
、
薩
摩
つ
げ

櫛
も
好
評
だ
っ
た
。

更
に
は
、
北
九
州
市
在
住
の
男

性
（
70
歳
）
が
「
現
役
の
時
に

は
、
月
３
回
鹿
児
島
に
出
張
し
県

内
各
地
を
訪
れ
た
。
今
は
訪
れ
る

機
会
も
な
い
が
当
展
に
は
『
小
鹿

児
島
』
が
あ
り
、
思
い
出
の
鹿
児

島
が
広
が
り
、
こ
よ
な
く
愛
し
た

焼
酎
や
黒
豚
の
角
煮
や
ト
ン
カ
ツ

な
ど
を
堪
能
で
き
、
昔
に
戻
っ
た

よ
う
な
至
福
の
時
間
を
過
ご
し

た
」
と
南
日
本
新
聞
に
投
稿
さ
れ

て
お
り
、
改
め
て
30
年
間
の
続
け

て
こ
ら
れ
た
理
由
や
人
・
モ
ノ
・

時
間
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
目
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
特
化
し
た
栄
養
補
給
や
滋

養
強
壮
に
効
果
の
あ
る
食
品
や
商
品
を
志
布
志

市
の
特
産
品
を
用
い
て
開
発
す
る
を
目
的
と
し

て
、
当
協
会
の
鹿
児
島
県
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
マ
ブ
チ
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
馬
渕
知
子
院
長
に
「
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
と
志
布
志
市
特
産
品
の
機
能
性
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

五
大
栄
養
素
の
役
割
に
合
わ
せ
て
、
な
ぜ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
そ
の
栄
養
素
を
摂
取
す
る
事
が

必
要
な
の
か
、
ど
の
食
材
か
ら
摂
取
し
易
い
か

等
に
つ
い
て
志
布
志
の
特
産
品
を
絡
め
な
が
ら

ご
講
演
い
た
だ
い
た
の
で
、
参
加
者
は
自
社
商

品
の
強
み
を
理
解
し
、
今
後
の
ア
ピ
ー
ル
に
使

え
る
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
。
特
筆
す
べ
き
栄
養
素

は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
一
つ
で
あ
る
「
コ
ラ
ー
ゲ

ン
」
。
最
近
と
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
骨
・

関
節
、
皮
膚
・
粘
膜
、
結
合
組
織
（
筋
・
腱
）

の
原
料
と
な
っ
て
い
て
、
志
布
志
の
特
産
品
で

は
、
う
な
ぎ
や
ち
り
め
ん
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。

次
年
度
は
、
ア
ス

リ
ー
ト
向
け
の
メ
ニ

ュ
ー
開
発
等
の
支
援

を
引
き
続
き
行
う
予

定
だ
。
当
協
会
で
は

地
域
特
産
品
協
会
の

活
動
を
支
援
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
随
時

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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東
武
百
貨
店
池
袋
店
に
て
「
大
鹿
児
島
展
」
を
開
催
！

真
摯
な
取
組
み
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

２
月
27
日
～
３
月
３
日
の
６
日

間
、
本
県
の
認
知
度
向
上
並
び
に
県

産
品
の
販
路
拡
大
、
観
光
客
の
誘
致

促
進
を
図
る
た
め
、
本
県
の
食
文
化

や
伝
統
的
工
芸
品
、
観
光
、
風
土
、

歴
史
な
ど
を
総
合
的
に
紹
介
す
る

「
大
鹿
児
島
展
」
を
東
武
百
貨
店
池

袋
店
で
開
催
し
た
。

折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
時
期
と
重
な
り
、
不

要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
な
報

道
等
も
あ
り
、
試
食
・
試
飲
の
自
粛
、

販
売
従
事
者
の
マ
ス
ク
と
手
袋
の
着

用
義
務
、
毎
朝
の
体
調
管
理
表
提
出
、

会
場
内
に
お
客
様
専
用
手
洗
い
場

（
３
カ
所
）
の
設
置
、
消
毒
液
（
10

カ
所
以
上
）
の
常
備
、
茶
屋
・
イ
ー

ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
席
数
を
減
ら
し

て
広
間
隔
に
す
る
、
惣
菜
等
の
販
売

台
に
は
透
明
ビ
ニ
ー
ル
の
３
面
囲
い

（
上
や
横
か
ら
の
細
菌
等
の
侵
入
防

止
策
）
な
ど
の
厳
重
な
対
策
を
講
じ

て
実
施
し
た
。

出
展
者
は
、
日
々
刻
々
と
状
況
が

変
化
す
る
中
で
臨
機
応
変
に
対
処
し

つ
つ
も
、
安
心
・
安
全
で
親
切
丁
寧

な
接
客
・
接
遇
に
一
生
懸
命
に
努
め

て
い
た
。

期
間
中
は
、
百
貨
店
へ
の
来
店
者

も
大
幅
に
減
少
し
物
産
展
会
場
へ
も

お
客
様
が
少
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た

が
「
感
染
症
」
対
策
に
お
け
る
お
客

様
か
ら
の
問
合
せ
や
ク
レ
ー
ム
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
出
展
者
や
百
貨
店
の

Ｄ
Ｍ
持
参
の
顧
客
や
特
別
限
定
品
を

買
い
求
め
る
人
が
多
く
、
初
日
や
週

末
は
鹿
児
島
か
ら
の
従
事
者
と
会
話

を
楽
し
ま
れ
る
な
ど
「
鹿
児
島
フ
ァ

ン
」
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
売
上
的
に

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
も
長
年
に
わ
た
る
出
展
社
の
真

摯
な
取
り
組
み
と
お
客
様
と
の
信
頼

関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
わ

れ
る
。

今
回
は
、
会
場
側
と
の
情
報
共
有
、

お
客
様
と
の
信
頼
関
係
強
化
、
危
機

管
理
体
制
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

な
ど
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
た
。

感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、

今
後
、
本
県
特
産
品
振
興
を
ど
の
よ

う
に
図
る
か
、

出
展
者
と
も

一
緒
に
な
っ

て
知
恵
を
出

し
検
討
し
て

い
く
必
要
が

あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
観
光
、

文
化
、
青
少
年
な
ど
幅
広
い

分
野
に
渡
っ
て
交
流
の
促
進

を
目
的
に
「
第
20
回
鹿
児

島
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会

議
」
が
１
月
16
日
に
開
催
さ

れ
た
。

当
協
会
で
は
、
交
流
会
議

に
併
せ
て
本
県
特
産
品
の
知

名
度
向
上
と
輸
出
促
進
を
図

る
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

量
販
店
「
ド
ン
ド
ン
ド
ン

キ
」
７
店
舗
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
６
店
舗
に
お
い
て
本
県
産

農
林
水
産
物
等
の
即
売
会
や

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
「
鹿

児
島
の
食
フ
ェ
ア
」
を
実
施

し
た
。

「
ド
ン
ド
ン
ド
ン
キ
」
は
、

日
本
に
本
社
が
あ
る
㈱
ド
ン

キ
ホ
ー
テ
の
海
外
店
舗
で
、

２
０
１
７
年
12
月
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
進
出
し
、
日
本
の

食
と
雑
貨
を
中
心
に
安
価
で

豊
富
な
品
揃
え
で
人
気
を
博

し
現
在
、
７
店
舗
を
有
し
て

い
る
。

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
本

県
産
の
さ
つ
ま
い
も
、
大
根
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
ン
パ
チ
、
ブ

リ
、
か
ご
し
ま
黒
豚
な
ど
を

中
心
に
１
月
18
日
（
土
）
、

19
日
（
日
）
に
試
食
販
売
を

行
っ
た
。
特
に
、
さ
つ
ま
い

も
は
焼
き
芋
専
門
店
に
長
蛇

の
列
が
で
き
る
な
ど
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
定
着
し
て
い

る
こ
と
か
ら
好
評
で
、
「
鹿

児
島
産
さ
つ
ま
い
も
（
紅
は

る
か
）
」
の
知
名
度
向
上
が

図
ら
れ
た
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

イ
タ
リ
ア
ン
、
寿
司
、
和
食
、

と
ん
か
つ
、
鉄
板
焼
の
専
門

店
に
お
い
て
、
本
県
特
産
品

（
黒
牛
・
黒
豚
・
さ
つ
ま
揚

げ
・
カ
ン
パ
チ
・
鰹
節
・
あ

ご
だ
し
等
）
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
し
提
供
し
ま

し
た
。
シ
ェ
フ
か
ら
は
「
品

質
は
良
い
が
〝
鹿
児
島
〟
の

知
名
度
が
低
い
。
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
だ
。
積
極
的
に
か

つ
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
大
事
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

「
食
フ
ェ
ア
」
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果

「
鹿
児
島
は
知
っ
て
い
る
」

43
％
、
そ
の
う
ち
「
鹿
児

島
の
食
を
食
べ
た
い
」
79
％

と
の
回
答
が
あ
り
、
食
に
対

す
る
期
待
度
が
高
い
こ
と
が

窺
え
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
世
界

の
金
融
・
貿
易
の
中
心
地
で

あ
り
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
の
役
割
は
非
常
に

大
き
く
、
当
地
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
へ

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
も

大
切
な
地
域
で
あ
る
。
県
産

品
の
定
番
化
に
は
一
過
性
で

は
な
く
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
現

地
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
の
連
携
、

情
報
共
有
し
知
名
度
向
上
と

需
要
拡
大
に
努
め
た
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
鹿
児
島
県
の
食
材
を
使
っ
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
！

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す



４

首
都
圏
に
お
い
て
、
本
県
が

誇
る
農
林
水
産
物
や
特
産
品
な

ど
を
紹
介
宣
伝
し
、
鹿
児
島
が

生
み
出
す
一
流
品
に
関
す
る
情

報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
か
ご
し
ま
食
の
大

商
談
会
」
（
令
和
2
年
1
月
31

日
）
を
鹿
児
島
県
、
県
特

産
品
協
会
、
県
経
済
連
、
県
漁

連
の
主
催
で
開
催
し
、
関
東
地

区
百
貨
店
や
量
販
店
等
の
バ
イ

ヤ
ー
14
社
と
県
内
企
業
27
社
が

商
談
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
よ
り
効

果
的
な
商
談
会
に
す
る
た
め
、

事
前
に
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
商
談
先

を
選
定
い
た
だ
く
「
逆
見
本
市

形
式
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
商
談
形
式
に
変
え
た
こ
と

に
よ
り
、
首
都
圏
の
流
行
や
商

品
の
価
格
設
定
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
つ
い
て
個

別
に
意
見
交
換
で
き
る
た
め
、

既
に
商
談
成
立
し
た
出
展
者
や
、

昨
年
の
商
談
会
に
出
展
し
た
企

業
で
中
元
ギ
フ
ト
等
へ
の
継
続

し
た
取
扱
い
が
決
ま
っ
た
企
業

も
数
社
い
る
こ
と
か
ら
、
首
都

圏
へ
の
販
路
拡
大
の
可
能
性
を

大
い
に
感
じ
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
他
の
地
域
か
ら

も
商
談
会
開
催
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
バ
イ
ヤ
ー
と

マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
機
会
を
増

や
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
バ
イ
ヤ
ー
の
声
・
意
見
】

・
果
物
を
単
に
解
体
し
加
工
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者

の
食
べ
方
（
使
用
方
法
）
を

考
え
て
欲
し
い
。

・
販
売
方
法
と
し
て
産
直
だ
け

で
な
く
、
パ
ッ
ク
販
売
で
き

た
ら
面
白
い
。
商
品
化
出
来

た
ら
取
扱
い
た
い
。

・
商
品
の
詰
合
せ
を
依
頼
し
、

送
料
込
み
の
再
価
格
設
定
を

お
願
い
し
た
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
商
品

と
し
て
取
扱
い
た
い
が
、
直

接
取
引
と
個
別
配
送
が
可
能

で
な
い
と
厳
し
い
。

・
鹿
児
島
の
食
材
が
こ
ん
な
に

豊
富
な
の
か
と
初
め
て
知
っ

た
。
鹿
児
島
の
商
品
を
も
っ

と
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

【
出
展
者
の
声
・
意
見
】

・
首
都
圏
の
市
場
に
つ
い
て
、

話
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
て

良
か
っ
た
。
ギ
フ
ト
商
品
に

も
注
力
し
て
い
き
た
い
。

・
商
談
会
の
機
会
を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
。

・
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
な

ど
の
参
加
バ
イ
ヤ
ー
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。

・
直
接
取
引
し
た
い
と
の
話
が

あ
っ
た
が
、
要
検
討
で
の
回

答
し
か
出
せ
な
か
っ
た
。

（
酒
類
）

・
初
め
て
出
展
し
、
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

は
「
味
は
良
い
の
で
、
あ
と

は
小
分
け
に
す
る
。
ま
た
は

ス
ラ
イ
ス
に
す
る
」
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
ア

ド
バ
イ
ス

を
参
考
に

ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ

努
め
た
い
。

東
京
駐
在
は
、
今
年
25
周
年
目
を
迎

え
る
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
（
千
代
田

区
有
楽
町
）
３
階
に
て
「
鹿
児
島
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
」
を
運
営
し
て
お
り
、

主
に
伝
統
的
工
芸
品
の
展
示
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
当
シ
ョ
ッ
プ

内
の
「
工
芸
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、

県
内
工
芸
品
作
家
や
団
体
・
自
治
体
等

の
発
表
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
の
百
貨
店
等
で
開
催

す
る
観
光
物
産
展
の
企
画
・
運
営
の
ほ

か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
流
通
業
者
等
へ
の

販
路
拡
大
、
情
報
発
信
を
行
い
、
県
産

品
を
首
都
圏
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
大
消
費
地
の
商
品
動
向
や

流
通
情
報
の
取
集
・
提
供
を
行
い
な
が

ら
、
皆
様
の
商
品
情
報
を
発
信
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
東
京
で
鹿
児
島

の
風
を
靡
か
せ
て

い
き
ま
す
。

（
右
側
よ
り
）

木
口
雄
史

天
野
清
子

池
田
徹
子

海
老
原
信
之

松
浦
洋
子

鹿
児
島
県
特
産
品
協
会

事
業
部

東
京
駐
在
紹
介

令
和
元
年
度

か
ご
し
ま
食
の
大
商
談
会
を
開
催
！

首
都
圏
目
線
で
売
れ
る
特
産
品
づ
く
り
と
マ
ッ
チ
ン
グ



会員紹介

世界遺産の恵みを生かす巨樹『屋久杉』工芸品作家として
有限会社屋久杉工房熊谷 取締役専務 熊谷 瑛記 氏

昭和４３年より鹿児島市にて一貫して屋久杉工芸品の製作を行ってきた『有限会社屋久杉工房熊
谷』。後継者不足が深刻化する中で、家業を継ぎ、今後の屋久杉工芸品業界を担うことを決心した
のが、当社専務であり２代目の瑛記氏だ。
全国家具連合会通産大臣賞受賞や全国伝統的工芸展入賞など多大な功績を残し、日本伝統木芸作

家でもある父 勲氏の後姿を幼い頃から見て育った。
元々は、高校から始めた競輪でプロになる事を目指してプロテストまで受験していたが、家業で

ある屋久杉工芸品の製作が諦められず、今では勲氏と共に屋久杉工芸品の製作と普及のため、日本
伝統木芸士として営業活動にも注力している。
これまで、屋久杉工芸品は「作れば売れた」時代もあったが、お客様を待っているだけでは業界

全体が衰退していくと感じた瑛記氏は、近年自ら県外へ出向き屋久杉の個性と魅力の発信を始めた。
最近では、２月に山口井筒屋で開催された「長崎と鹿児島の物産展」に初出展を果たした。これ

まで家具店等で行うフェアへの出展経験はあったものの、百貨店での出展はほぼ初めて。「自分た
ちの作品が百貨店の客層に受け入れられるのか」、「お客様、百貨店担当者からのご意見を受け、
新たな商品開発と販路拡大に繋げ、屋久杉工房熊谷の特色を更に活かした作品を外に出していきた
い」という期待と不安の気持ちでいっぱいの出展だった。
その結果、「お客様に自らお声がけし、お薦めしないことにはお客様は見てもくれない」という

課題を痛感したものの、会話をしてみると意外に年代問わず凄く興味を示してくださる方が多く、
作品のラインナップによっては、まだまだ「伸びる要素」はあると感じることもできた。
今後もお客様に「屋久杉工芸品」を選んでいただくため、瑛記氏は「これまでの売れ筋商品や慣

習等に拘らず、常にチャレンジし続け、現在の住宅事情等に合わせた商品開発を積極的に行ってい
きたい」と精力的に取組む意欲を滲ませていた。

ふるさと特産運動推進指導員奮闘記

伝統的工芸品展示と技術の継承
ふるさと特産運動推進指導員 工芸品担当 惠原 要

特産品協会では、伝統的工芸品の産業振興対策として県や産地組合などと連携し、様々なことに取り
組んでいる。その中の一つとして、一昨年から２年間、鹿児島大学と協同し、大学構内の附属図書館の
一室に伝統的工芸品の展示を行ってきた。目的は、若い世代に本県工芸品への理解と認識を深めてもら
うとともに、地域の発展に寄与する人材を育成するというものだ。
鹿児島県の伝統的工芸品には、国が指定する本場大島紬、川辺仏壇、薩摩焼の３品目と、県が指定す

る34の品目がある。展示に当たっては、まず、国が指定する品目を３回にわたり展示した。その後、県
が指定する品目の中でも、学生の皆さんが、普段あまり目にする機会が少ないと思われるものの中から、
本県独自の、特徴のあるものを選定した。品目は、薩摩糸びな、鯛車、香箱、初鼓、帖佐人形、垂水人
形、坊津ガラガラ船・唐カラ船。そして、種子鋏、種子包丁、大漁旗、五月幟、薩摩深水刃物、竹製品。
最後に、薩摩弓、伊集院の太鼓、ちぢん（奄美の太鼓）、薩摩琵琶を展示した。
この中には、後継者の問題を抱え、その対策として、保存会や研究会という形で、伝統的工芸品の継

承に取り組んでいるグループもみられる。坊津ガラガラ船・唐カラ船は、毎年五月節句の祭りにむけて、
保存会がワークショップを開催し、技術の継承に繋げている。また、薩摩琵琶のように、産官学で多角
的に取り組み、新たな技術も取り入れ、ライフワークとして若い大学院生が参加し注目されているもの
もある。伝統的工芸品継承の新たなあり方として、今後の展開に期待したい。
展示にあたっては、展示品を提供し、また、自ら設営の労をとってくださった生産者の方々、展示の

場を提供された関係者の皆様にお礼申し上げます。
最後に、３月31日をもって職を辞することになりました。８年に渡り、お世話になりました。皆様の
ご活躍を心よりお祈り申し上げます。

５



１．新型コロナウイルス感染症に係る特産品振興対策事業（第１弾）
「どんどん鹿児島！かごしま特産品応援キャンペーン」の開催について

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、イベント等の自粛等要請を受けて、物産観光展等のイ

ベント中止・縮小、さらには飲食店等の来店客の大幅な減少などにより売上低迷や過剰在庫など多大な影響が出
ております。

このような影響を最小限に抑えるため、今回緊急対策（第１弾）として、インターネットによる在庫品や新たな販売
先等の販売機会を創出する「応援キャンペーン」を開催しています。
つきましては、下記特設サイトで閲覧が出来ますので、皆様（消費者）の熱い応援をお待ちしております‼

また、特産品事業者の方はキャンペーンへの出展も出来ますので、下記をご確認いただき、ご希望の方は、指定
のフォーマットにご記入のうえ、商品画像を添えてメールにてお申込みください。

＜問い合わせ先＞
（公社）鹿児島県特産品協会 流通企画課 遠矢、帖佐
電話：099-223-9177 E-mail：t.tooya@k-p-a.jp

【どんどん鹿児島！かごしま特産品応援キャンペーンサイト】
https://kagotokunet.shop-pro.jp/

【出展ご希望の方】
＜実施要領＞ http://www.k-p-a.jp/cms/wp-content/uploads/2020/03/ouen.pdf
＜直接販売＞ http://www.k-p-a.jp/cms/wp-content/uploads/2020/03/web.docx
＜協会へ委託＞ http://www.k-p-a.jp/cms/wp-content/uploads/2020/04/kagotokunet.docx
＜飲食店ＰＲ＞ http://www.k-p-a.jp/cms/wp-content/uploads/2020/03/food.docx

２．燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会での来県者を対象とした
県特産品等の販売促進のご案内

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局では、下記のとおり、燃ゆる感動かごしま国体・かごし
ま大会での来県者を対象とした県特産品等の販売促進の取組みの一つとして、両大会マスコットキャラクター「ぐり
ぶーファミリー」を用いたシールを作成し、無料で配布することとしました。

つきましては、使用ご希望の方は下記より詳細ご確認のうえ、燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員
会事務局へ５月３１日（日）までに直接お申込みください。

【イメージ】
１．募集期間（申請書提出期限） 令和２年３月２５日～５月３１日
２．申請対象特産品 下記ＵＲＬよりご確認ください。
３．申請方法

下記より申請書をダウンロードのうえ、郵送にてお申込みください。
４．お問合せ・申請先

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局 ＜６㎝×６㎝＞
（鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局内）
〒890-8577 鹿児島市鴨池新町10-1

TEL：099-286-2865 FAX：099-286-5553
E-mail：kokutai-soumu@pref.kagoshima.lg.jp

※詳細および申請方法については下記よりご確認ください。
https://kagoshimakokutai2020.jp/p609/ ＜３㎝×５．５㎝＞

協会インフォメーション

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和２年３月３１日発行通巻４９号

６


